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利用上の注意 

 

 この統計表は、統計法に基づく経済産業省特定業種石油等消

費統計調査規則により実施された石油等消費動態統計調査（基

幹統計調査）に関する調査結果を編集公表するものです。 

毎月の調査結果は、「石油等消費動態統計月報」として公表し

ています。月報公表後に数値の訂正報告等が行われることがあ

り、年報はこれらを補正して公表しています。 

 本統計調査の概要、統計表の作成方法及び統計表の見方は、

以下のとおりです。 

 

Ⅰ 石油等消費動態統計調査の概要 

１.調査の目的 

 この調査は、工業における石油等の消費の動態を明らかにし、

石油等の消費に関する施策の基礎資料を得ることを目的として

います。 

２.調査対象事業所 

 この調査の対象事業所は、経済産業省生産動態統計調査（基

幹統計調査）の対象事業所のうち、第 1 表に掲げる 9 業種に属

する事業所です。なお、業種によっては従事者規模による裾切

りを行っています。 

３.エネルギーの調査範囲 

 エネルギーの調査範囲は、対象事業所の構内で使用したエネ

ルギー（自家発生したもの及び原油、ナフサ等原料にも燃料に

も使用され得るものを含む。）のうち、第 2 表に掲げるものです。 

 なお、石油系燃料とは第 2 表の区分の原油～再生油（石油由

来）をいい、非石油系燃料とはコークス製造用炭（原料炭）～

ＲＰＦをいいます。 

４.調査項目の定義 

（1） 燃料（事業所ベース） 

1） 受入 

 事業所及び事業所が契約の主体となって借り受けている倉庫

又は保管場所に受け入れた燃料（原料用を含む。）の総量です。 

2） 発生・回収又は生産 

 事業所で発生・回収又は生産した燃料（原料用を含む。）の総

量です。 

3） 消費 

 事業所で使用した燃料（原料用を含む。）の総量です。ただし、

燃料種別ごとの消費量は、調査対象事業所で他の事業所から受

け入れた分と事業所内で他の燃料（原料用を含む。）から転換（例

えば、石炭から石炭コークスに転換。）した分の合計の数量です。 

① 「ボイラ用（暖厨房等専用のものを除く。）」とは、生産工

程用の一般ボイラ及び自家発電用ボイラで燃焼させた燃

料の数量です。 

② 「コージェネレーション用」とは、熱電力併給システムで

使用した燃料の数量です。 

③ 「ボイラ用及びコージェネレーション用以外」とは、①②

以外の用途に使用した数量です。 

（ｱ）「原料用」とは、燃焼を目的とせず、他の製品を生産する

ための原料として使用した数量です。 

（ｲ）「直接加熱用」とは、溶鉱炉、転炉、溶解炉、均熱炉、加

熱炉、窯業用炉、焼結炉、培焼炉、乾燥炉等の各種工業炉

及びこれらの設備と類似の設備で燃焼させた燃料の数量で

す。 

（ｳ）「その他用」とは、「原料用」、「直接加熱用」以外の構内

運搬、試運転・検査用、冷暖房用、厨房用及び自家発電用

の内燃機関（コージェネレーション用以外のディーゼル機

関、ガスタービン等。）で使用した燃料の数量です。 

 なお、「原料用」を設けていない業種では、「その他用」

に「原料用」消費を含んでいます。 

4） 払出 

 事業所で次の事由によって払い出した燃料（原料用を含む。）

の総量です。 

①他企業へ販売したもの 

②同一企業内の他の事業所へ払い出したもの 

③他企業へ委託生産などにより払い出したもの 

5） 月末在庫 

 調査期間の末日現在において、事業所及び事業所が契約の主

体となって借り受けている倉庫又は保管場所に保管してある燃

料（原料用を含む。）の総量です。 

6） 「受入」、「在庫」等の調査項目の調査を行っていない業種 

① 「石油製品工業」については、石油製品の在庫を生産者

在庫と消費者在庫に分割する必要がないことから、「在庫」

の項目の調査を行っていません。また、原油と石油製品の

重複を避けるため、原油の「原料用消費」の項目の調査を

行っていません。このほか、「受入」についても、当該事業

所が燃料用として使用するために受け入れた種別について

のみ調査を行っています。 

② 「化学工業」のうち石油化学製品を生産している事業所

については、調査上の制約から「炭化水素油（副生油）」と
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「石油系炭化水素ガス（副生ガス）」の「受入」、「在庫」及

び「原料用消費」並びに「液化石油ガス」の「在庫」の項

目の調査を行っていません。 

（2） 電力（事業所ベース） 

1）購入電力（買電） 

事業所で電気事業者及び他企業から購入した電力量並びに同

一企業内の他の事業所から受け入れた電力の総量です。 

2）自家発電 

 事業所で発電した発電端ベースの電力量です。「火力」は蒸気

力で発電した電力量、「コージェネレーション」は熱電力併給

システムの設備での発電、「水力」は水力発電、「その他」は太

陽光発電、地熱発電、余熱・排熱発電、高炉炉頂圧発電、内燃

機関（コージェネレーション用以外のディーゼル機関、ガスタ

ービン等）などによる発電量です。 

3）消費 

 事業所で使用した電力量（変圧、変流によるロスを含む。）の

総量です。 

4）販売電力（売電） 

 事業所で自家発電を行い、電気事業者及び他企業に販売した

電力量並びに同一企業内の他の事業所に送電した電力量です。 

（3） 蒸気（事業所ベース） 

 事業所全体の蒸気の発生、消費等の状況を 100C 1 気圧の乾

き飽和蒸気量に換算（2.675MJ/kg）した蒸気（以下同じ。）の総

量です。 

1）受入 

 事業所で他企業及び同一企業内の他の事業所から受け入れた

蒸気の総量です。 

2）蒸気発生 

①「一次蒸気」 

 事業所で生産工程用の一般ボイラ及び自家発電用ボイラで燃

料を燃焼することによって発生させた一次蒸気（温水を含む。）

の総量です。 

②「一次蒸気以外」 

（ｱ）「コージェネレーション」とは、コージェネレーションの

排熱回収装置（温水熱交換器、蒸気発生器）で、発生又は

回収した蒸気量です。 

（ｲ）「その他」とは、余熱・排熱回収ボイラで発生又は回収し

た蒸気量です。 

3）消費 

 事業所で受け入れた蒸気量及び発生させた蒸気量のうち事業

所で使用した蒸気量です［受入蒸気量＋自家発生蒸気量－払出

蒸気量の数値となります］。 

① 「生産工程用」とは、駆動、乾燥、加熱、温度調整等の

ために生産工程に送り出した蒸気量です。なお、タービン

から抽気等を行い、それを生産工程用に送り出している場

合は、その蒸気量を含んでいます。 

② 「自家発電用」とは、自家発電（火力）のために実際に

使用した蒸気量です。 

③ 「その他用」とは、ボイラ運転に伴う所内蒸気量、並び

に暖厨房用等に使用した蒸気量です。 

4）払出 

 事業所で次の事由によって払い出した蒸気の総量です。 

①他企業に販売したもの 

②同一企業内の他の事業所に払い出したもの 

（4） 部門別消費内訳（生産品目ベース） 

 部門別消費内訳とは、調査対象事業所で第 1 表の「指定生産

品目」欄に掲げる品目の生産のため直接使用している燃料（ボ

イラ用及びコージェネレーション用以外）、電力及び蒸気（生産

工程用）のエネルギー種別毎の消費量（直接投入エネルギー消

費量）です。ただし、鉄鋼業については事業所全体の消費量で

す。 

 なお、指定生産品目（群）に含まれる品目の範囲は、経済産

業省生産動態統計調査（基幹統計調査）で定めている品目の範

囲です。詳しくは同統計調査を参照してください。 

 

Ⅱ 統計表の作成方法と統計表の見方 

 統計表は、事業所ベースの業種別統計表（業種別エネルギー

消費表、燃料受払表、電力受払表、蒸気受払表）と生産品目ベ

ースの指定生産品目別統計表（直接投入エネルギー表、一次投

入燃料換算表及び燃料在庫表）の 2 つから構成されています。 

 それぞれの統計表の作成方法及び見方は、以下のとおりです。 

１.業種別統計表（事業所ベース） 

（1） 業種別統計表は、第 1 表に掲げる 9 調査対象業種に属する

事業所について、9 調査対象業種ごとに事業所ベース（事業

所全体）の燃料、電力及び蒸気の消費量等をエネルギー種ご

とに集計した結果です。換言すると、事業所ベースの消費量

は、第 1 表の「指定生産品目」欄に掲げる品目以外の品目の

生産のために消費したエネルギーを含む事業所全体の消費量

です。 

  ただし、本統計調査では、調査対象業種を兼業している事
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業所があるため 9 調査対象業種を積み上げた全国計及び経済

産業局別の計は、事業所の重複排除を行っており、この事業

所の重複分は「重複事業所分補正量」としてそれぞれの表に

マイナス計上しています。 

（2） 同統計表のうち、業種別エネルギー消費表と燃料受払表の

燃料種別ごとの消費量は、調査対象事業所で他の事業所から

受け入れた分と事業所内で他の燃料から転換（例えば、石炭

から石炭コークスに転換。）した分の合計量です。 

  したがって、燃料消費量合計（原油換算値）は、この転換

分だけ消費量が重複していますが、9 調査対象業種計と化学

工業、窯業・土石製品工業及び鉄鋼業の 3 業種については、

調査対象事業所内で他の燃料からの転換分を排除したネット

の消費量を掲載しています。 

  なお、ネットの消費量の算出方法は、燃料消費量合計（熱

量換算ベース）から石炭コークス（ピッチコークスを含む。）、

タール、コークス炉ガス、高炉ガス、転炉ガス、電気炉ガス、

酸素の 7 種別の発生・回収又は生産量（熱量換算ベース）を

差し引くことによって求めています。 

２.指定生産品目別統計表（生産品目ベース） 

（1） 指定生産品目別統計表は、調査対象事業所で第 1 表の「指

定生産品目」欄に掲げる品目の生産のために消費したエネル

ギー消費量をエネルギー種別ごとに集計した結果です。 

  ただし、本統計調査で指定した指定生産品目以外の品目の

生産のために消費したエネルギー消費量については、原則と

して「その他の製品」として本統計表に含めて掲載していま

す。 

（2） 同統計表は、調査票の「部門別消費内訳」欄を単純集計し

た表（直接投入エネルギー表）と、調査対象事業所で自家発

生蒸気、自家発電力の二次エネルギーに変換して使用してい

る場合には当該事業所の一次投入燃料消費量ベースに換算し

て集計した表（一次投入燃料換算表）と、更に後者の集計結

果に基づいて事業所ベースの主要燃料在庫を指定生産品目ベ

ースに按分して集計した表の 3 つから構成されています。 

1）直接投入エネルギー表（調査票の単純集計表） 

  同統計表は、当該生産品目を生産するために実際に直接使

用している燃料（鉄鋼業以外については、ボイラ用及びコー

ジェネレーション用を除いたもの。）、電力及び蒸気の消費量

をエネルギー種別ごとに集計した結果です。 

  同統計表と燃料受払表、電力受払表及び蒸気受払表の関係

は次のとおりです。 

  同統計表の「合計」欄の種別ごとの燃料消費量は、燃料受

払表の「ボイラ用及びコージェネレーション用以外」燃料消

費量「計」（なお、鉄鋼業については「ボイラ用」、「コージェ

ネレーション用」燃料消費量を含んだ「合計」）と、電力消費

量は電力受払表の電力消費量「計」と、蒸気消費量は蒸気受

払表の「生産工程用」蒸気消費量（機械工業については指定

生産品目ベースの蒸気消費量の調査は行っていません。また、

鉄鋼業については、「ボイラ用」と「コージェネレーション用」

消費量を含んだ合計です。）とそれぞれ一致しています。した

がって、電力消費量は購入分と自家発電分の合計から販売電

力を差し引いた数量、蒸気消費量は「生産工程用」蒸気消費

量の数量（鉄鋼業は事業所全体）です。 

2） 一次投入燃料換算表（事業所の「ボイラ用」、「コージェネ

レーション用」燃料消費量ベースに換算して集計した表） 

  同統計表は、当該生産品目を生産するために使用している

燃料、電力及び蒸気のうち、当該事業所内で燃料から変換し

ている二次エネルギー（自家発生蒸気、自家発電力（水力に

よる自家発電力を除く。））の消費分（二次エネルギーの外販

分を除く。）を当該事業所の変換前の一次投入燃料（ボイラ用

燃料、コージェネレーション用燃料）消費量ベースに燃料種

別ごとに換算する一方、蒸気及び電力の消費量は購入分（又

は受入分。）に換算してそれぞれ集計した結果です（なお、電

力は購入分に水力による自家発電力のうち自家使用分を含

む。）。換算は、下記の方法で事業所ごとに行っています。 

  なお、機械工業については、電力消費量についてのみ事業

所別に換算を行っています。 

①ボイラ及びコージェネレーション向け一次投入燃料消費量の

算出 

 

蒸気使用割合（SU）＝ 

蒸気発生計－蒸気払出

蒸気発生計
 

ボイラ蒸気生産工程用使用割合（BSP）＝ 

蒸気生産工程用消費量

蒸気消費量計
 

コージェネ蒸気生産工程用使用割合（CSP）＝ 

蒸気生産工程用消費量

蒸気消費量計－蒸気自家発電用消費量
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当該生産品目の蒸気使用割合（SG）＝ 

当該生産品目の蒸気使用量

部門別蒸気消費量計
   (注) 

電力使用割合（EU）＝ 

自家発電力量計－電力販売量

自家発電力量計
  (注) 

一次蒸気の自家発電用割合（ES）＝ 

蒸気自家発電用消費量

一次蒸気発生量
     (注) 

当該生産品目の電力使用割合（EG）＝ 

当該生産品目の電力使用量

部門別電力消費量計
   (注) 

コージェネ用燃料消費の蒸気発生割合（CS）＝ 

コージェネ蒸気発生×単位熱量

（コージェネ蒸気発生×単位熱量    
 

＋コージェネ発電力量×単位熱量） 

コージェネ用燃料消費の発電電力割合（CE）＝ 

コージェネ発電力量×単位熱量

（コージェネ蒸気発生×単位熱量    
 

＋コージェネ発電力量×単位熱量） 

(注）鉄鋼業は「ボイラ用」「コージェネレーション用」を除いて

計算。 

（ｱ） 「火力」又は「コージェネ」発電を行っている事業所 

ｱ) 生産品目（又は部門）別の自家発生蒸気消費量（生産工

程用）の一次投入燃料換算値(Iin) （機械工業を除く業種） 

  Iin＝（ボイラ用燃料消費量（以下Bi）×BSP＋コージェネ

用燃料消費量（以下Ci）×CS×CSP）×SU×SG 

ｲ) 生産品目（又は部門）別の「火力」又は「コージェネ」

発電消費量の一次投入燃料換算値（I’in） 

  I’in＝（Bi×ES×SU＋Ci×CE）×EU×EG 

ｳ) 生産品目別の一次投入燃料消費量＝生産品目別の直接

投入燃料消費量＋Iin＋I’in 

ｴ) 機械工業の生産品目別の一次投入燃料消費量＝生産品

目別の直接投入燃料消費量＋（Bi＋Ci）×EU×EG 

（ｲ） 「火力」及び「コージェネ」発電を行っていない事業所 

  生産品目別の一次投入燃料消費量＝生産品目別の直接投

入燃料消費量＋Bi×SU×SG 

② 購入系電力（購入電力＋水力）量の算出 

 生産品目別購入系電力消費量＝（購入電力量＋水力発電量

×EU）×EG 

③ 受入蒸気量の算出 

  生産品目別受入蒸気消費量＝受入蒸気量×SG 

3） 指定生産品目別燃料在庫表 

 燃料（原料を含む。）在庫については、事業所ベース（事業所

全体）の調査ですが、経済産業省生産動態統計調査等の関連か

ら生産品目別に下記の方法で、事業所別、燃料種別ごとに按分

して集計しました。 

 生産品目別燃料在庫＝燃料在庫量（事業所ベース） 

当該生産品目燃料消費量 

× 
（一次投入燃料消費量換算後）

生産品目別燃料消費量計
 

（一次投入燃料消費量換算後） 

 

Ⅲ この月報で使用している地域別の内容 

経済産業局別 

北海道経済産業局 北海道全域 

東 北  〃 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島の各

県 

関 東  〃 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、 

神奈川、新潟、山梨、長野、静岡の各都県 

中 部  〃 富山、石川、岐阜、愛知、三重の各県 

近 畿  〃 福井、滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、 

和歌山の各府県 

中 国  〃 鳥取、島根、岡山、広島、山口の各県 

四 国  〃 徳島、香川、愛媛、高知の各県 

九 州  〃 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、 

鹿児島の各県及び沖縄県 

 

Ⅳ その他 

1． この月報で使用している記号の区分は下記のとおりです。 

「0」は単位未満  「－」は実績なし  

「…」は不詳     

2． 単位未満を四捨五入しているため、内容の積み上げと合計

が一致しない場合があります。 

3． 熱量換算は、それぞれの調査項目ごとに行っているため、

合計と内訳は一致しません。 

4．過去の公表値と不連続が発生した燃料については、「リンク

係数表」に接続係数を掲載しています。 

これらの燃料については、接続係数を発生年月の前月以前

の数値に乗じて、発生年月以降の数値と接続してご利用くだ

さい。 

なお、不連続が発生する要因としては、調査対象から過去

の報告内容についての訂正があった場合や調査対象の範囲が



－ 5 － 

変更となった場合（調査規則による対象事業所の従事者数の

変更）等が想定されます。 

5.  この統計表に掲載された統計を他に転載するときは、必ず

「石油等消費動態統計」による旨を明記してください。 

6. 回収率は約 98％です。 

 

 

Ⅴ 問い合わせ先 

   この統計表の内容についてのお問い合わせは、下記宛てに

ご連絡ください。 

〒100-8931 東京都千代田区霞が関一丁目 3 番 1 号 

経済産業省資源エネルギー庁 

長官官房総務課戦略企画室 

電話代表（03）3501-1511 内線 4477- 4479 
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第１表 石油等消費動態統計調査の調査対象業

種、指定生産品目(群)及び調査の範囲 

調査対象業種 指定生産品目（群） 調査の範囲 

パルプ・紙工業 パルプ 

紙 

板紙 

全部 

従事者 50 名以上のもの 

従事者 50 名以上のもの 

化学工業 

（化学繊維工業を除く。） 

石油化学製品 

アンモニア及びアンモニア誘導品 

ソーダ工業製品 

全部 

全部 

全部 

化学繊維工業 化学繊維 従事者 30 名以上のもの 

石油製品工業 石油製品（グリースを除く。） 全部 

窯業製品及び土石製品工業 

（ガラス製品工業（板ガラス工業を除

く。）を除く。） 

セメント 

板ガラス 

石灰 

全部 

全部 

従事者 30 名以上のもの 

ガラス製品工業 

（板ガラス工業を除く。） 
ガラス製品 従事者 100 名以上のもの 

鉄鋼業 銑鉄、フェロアロイ、粗鋼、鋼半製品、

鍛鋼品、鋳鋼品、一般普通鋼熱間圧延鋼

材、特殊鋼熱間圧延鋼材、冷間仕上鋼材

（磨棒鋼及び線類を除く。）、めっき鋼材

（線類を除く。）、冷間ロール成型形鋼、

鋼管 

 

 

全部 

 

 

 

非鉄金属地金工業 銅 

鉛 

亜鉛 

アルミニウム 

アルミニウム二次地金 

全部 

全部 

全部 

全部 

従事者 30 名以上のもの 

機械工業 土木建設機械 

金属工作機械及び金属加工機械 

電子部品 

電子管・半導体素子・集積回路 

電子計算機及び情報端末並びに電子応用

装置 

自動車及び部品（二輪自動車を含む。） 

 

 

経済産業大臣の指定する従事者 500 名以上の 

もの 
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第２表 エネルギー種別の単位及び定義 

区分 種別 
調査の 

単 位 

単位当たりの 

発   熱   量 
定 義 及 び 備 考 

石 
 

油 
 

系 
 

燃 
 

料 

原 油 kl 38.3MJ/l 「化学工業」のみ調査。 

「化学工業」のみ調査。NGL とは天然ガス液をいう。 NGL･コンデンセート kl 34.8MJ/l 

ガ ソ リ ン kl 33.4MJ/l 工業用ガソリンを除く。また、自動車用ガソリンのうち、構外運搬に使

用されたものは除く。 

ナ フ サ kl 33.3MJ/l  

改 質 生 成 油 kl 33.7MJ/l 石油化学で芳香族製品（純ベンゼン、純トルエン、キシレン等）を抽出

するために使用するものをいう。 

灯 油 kl 36.5MJ/l  

軽 油 kl 38.0MJ/l 構外運搬に使用されたものは除く。 

Ａ 重 油 kl 38.9MJ/l  

Ｂ ・ Ｃ  重  油 kl 41.8MJ/l  

炭化水素油(副生油) kl  40.0MJ/l 石油系の油（原油～Ｂ・Ｃ重油以外の油）をいう。 

液化石油ガス (LPG) t 50.1MJ/kg  

石油系炭化水素ガス 

（副  生  ガス） 

1000m3 51.0MJ/Nm3 液化石油ガス（LPG）以外の石油系ガスをいう。 

オ イ ル コ ー ク ス 

ア ス フ ァ ル ト 

再生油（石油由来） 

 

t 

t 

kl 

 

33.3MJ/kg 

40.0MJ/kg 

40.2MJ/l 

生コークスを含む。 

アスファルトにストレートアスファルト等を含む。 

石油系の潤滑油やグリース等から再生した油を燃料として使用したも

の（廃油を含む。）をいう。 

非 
 

石 
 

油 
 

系 
 

燃 
 

料 

石 

炭 

系 

燃 

料 

コークス製造用炭 

（原 料 炭） 

t 28.9MJ/kg 「鉄鋼業」のみ調査。 

石 炭 t 26.1MJ/kg 無煙炭を含む。 

石 炭 コ ー ク ス t 29.0MJ/kg 石炭コークスにピッチコークスを含む。 

(ピッチコークスを含む)   

タ ー ル t 37.3MJ/kg 「鉄鋼業」、「化学工業」のみ調査。 

コ ー ク ス 炉 ガ ス 1000m3 20.3MJ/Nm3  

そ 
 

の 
 

他 
 

の 
 

燃 
 

料 

高 炉 ガ ス 1000m3 3.57MJ/Nm3  

転 炉 ガ ス 1000m3 8.33MJ/Nm3  

電 気 炉 ガ ス 1000m3 8.33MJ/Nm3  

天 然 ガ ス 1000m3 42.5MJ/Nm3 炭鉱ガス抜きガスは含まない。 

液化天然ガス(LNG) t 54.7MJ/kg 地域のガス事業者から液化天然ガス（LNG）専用の導管で供給されてい

るものを含む。 

都市ガス(A) (注 1) 1000m3  地域のガス事業者から供給されているものをいう。ただし、「液化天然

ガス（LNG）」を専用の導管で購入している場合は、「液化天然ガス

(LNG)」として計上している。 

都市ガス(B) (注 2)   

都市ガス (注 3)   

回 収 黒 液 絶乾 t 13.6MJ/絶乾kg 「パルプ・紙・板紙工業」のみ調査。 

酸 素 1000Nm3 7.12MJ/Nm3 「鉄鋼業」のみ調査。 

廃 材 絶乾 t 17.1J/絶乾 kg バーク、木くず等を含む。 

廃 タ イ ヤ 

 

廃 プ ラ ス チ ッ ク 

 

Ｒ Ｐ Ｆ 

t 

 

ｔ 

 

ｔ 

 

33.2MJ/kg 

 

29.3MJ/kg 

 

26.9MJ/kg 

廃棄物となったタイヤを原形のまま、又はチップ状にしたものを燃料と

して使用したものをいう。 

廃棄物となったプラスチックを圧縮又は破砕することによって成形し

たものを燃料として使用したものをいう。 

廃棄物となった紙及びプラスチック等を主原料として、圧縮成型、押出

成型によって固形化したものを燃料として使用したものをいう。 

電 力 1000kWh 3.60MJ/kWh  

蒸 気 t 2.675MJ/kg 「機械工業」は調査を行っていない。 

注 1. 都市ガス(A)は、調査項目の単純集計値（1000m3）です。 

2. 都市ガス(B)は、都市ガス発熱量換算値を 41.1MJ/m3で換算した集計値（1000m3）です。 

3. 都市ガスは発熱量換算値（106kJ）。   

なお、都市ガスの単位当たりの発熱量は、事業所ごとの単位当たりの発熱量によっています。 
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Notes for Utilization 

 

This statistical table is to compile and publish the results of the 

survey concerning the Current Survey of Energy Consumption 

(Fundamental Statistical Survey), which is conducted under METI’s 

regulations for the Statistical Survey of Energy Consumption in the 

Selected Industries based on the Statistics Law. 

The results of the monthly survey are published as Monthly Report 

of the Current Survey of Energy Consumption. After being published 

in the monthly report, figures may be revised. The yearbook revises 

those figures. 

An outline of this statistical survey, the method used to compile the 

statistics, and an explanation of their uses are as follows: 

 

I. Outline of the Current Survey of Energy Consumption 

1. Purpose of the survey 

This survey aims to clarify the current consumption of petroleum 

and other types of energy by industry and to obtain basic materials 

for making policies concerning the consumption of petroleum, etc. 

2. Establishments surveyed 

This survey covers the establishments in the nine industrial 

categories listed in Table 1, among those covered by the Current 

Survey of Production (Fundamental Statistical Survey) by the 

Ministry of Economy, Trade and Industry. But, Smaller 

establishments in some industries are exempted from the survey, as 

determined by the number of employees. 

3. Scope of energy surveyed 

The Scope of energy surveyed are those listed in Table 2, among 

those consumed by the establishments covered by this survey 

(including in-house generated types of energy and materials that 

are used both as material and fuel, such as crude petroleum and 

naphtha). 

As shows in Table 2, petroleum-based fuels range from crude 

petroleum to reproduction oil(oil origin), and non-petroleum-based 

fuels range from coal for making coke (material coal) to refuse 

paper & plastic fuel. 

4. Definition of survey fields items 

(1) Fuels (establishment base) 

1) Receipt 

Total volume of the fuel (including that used as materials) received 

by the establishment, or by a warehouse or storage facility rented 

under a contract to which the establishment is a principal party. 

2) Generation, recovery and production 

Total volume of the fuel (including that used as materials) 

generated, collected or produced by the establishment. 

3) Consumption 

Total volume of the fuel (including that used as materials) 

consumed by the establishment.  However, the consumption in 

the fuel category is the total of that of the fuels received from other 

establishments (including those used as materials) and that of the 

fuels converted from other categories (for example, from coal to 

coal coke). 

① Fuels “for boilers (except for heating or cooking)” refers to the 

volume of fuels burned in general purpose boilers for the 

production process or in the boilers for private power generation. 

② Fuels “for co-generation” refers to the volume of fuels used for 

co-generation. 

③ Fuels “for purposes other than boilers and co-generation” refers 

to the volume of fuels used for purposes other than ① and ②. 

(a) “As materials” refers to the volume used not as fuel, but as 

materials for manufacturing other products. 

(b) Fuels “for direct heating” refer to the volume of fuels burned in 

various industrial furnaces, such as smelting furnaces, 

conversion furnaces, dissolving furnaces, soaking pits, heating 

furnaces, ceramic furnaces, sintering furnaces, ash-burning 

furnaces, drying furnaces, etc., and in similar equipment. 

(c) Fuels “for other purposes” refers to the volume of fuels used for 

purposes other than “as materials” and “direct heating”, such as 

transportation within a plant, trial runs for inspection, 

air-conditioning, cooking, and internal combustion engines for 

private power generation (diesel engines and gas turbines, etc., 

for purposes other than co-generation). 

For the industries for which the use “as materials” is not 

provided separately, fuels “for other purposes” include what is 

used “as materials”. 

4) Shipment 

Total volume of fuels taken out of the establishment (including that 

used as materials) for reasons mentioned below: 
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①sales to other establishments, 

②transfer to other divisions of the same company, or 

③transfer to other establishments for subcontracted production. 

5) Month-end inventory 

Total volume of fuels (including those used as materials) stored at 

the end of the survey month at the establishment or at a warehouse 

or storage facility rented under a contract to which the 

establishment is a principal party. 

6)  Industrial categories exempted from the survey for such items as 

“Receipt” and “Inventory” 

① In the “Petroleum Product Industry”, the items related to 

“Inventory” are not surveyed because it is not necessary to divide 

the inventory of petroleum products into that owned as a producer 

or as a consumer.  Furthermore, crude petroleum “consumption as 

materials” is not surveyed, to avoid the duplication of crude 

petroleum and petroleum products.  As for “Receipt”, the survey 

is made only for the fuel category which the establishment 

received as fuel. 

② For establishments manufacturing petrochemical products in the 

“Chemical industry”, surveys are not made for “Receipt”, 

“Inventory” and “Use as materials” for by-product hydrocarbon oil 

and by-product petroleum-based hydrocarbon gas and “Inventory” 

Of liquefied petroleum gas (LPG), due to the limitations of the 

survey. 

(2) Electricity (establishment basis) 

1) Electricity purchased 

This is the sum of the electric power purchased by the 

establishment from electric companies and other enterprises, and 

that received from other establishments of the same enterprise. 

2) Private power generation 

This is the electric power generated by the establishment measured 

at the generation terminal.  “Thermal” stands for steam-generated 

power, “Co-generation” for power generated via co-generation 

system facilities, “Hydro” for hydro-generated power, and 

“Others” for power generated using photovoltaic power generation, 

geothermal energy, extra or waste heat, the high pressure at the top 

of blast furnaces, or by using internal combustion engines (diesel 

engines, gas turbines, etc., not related to co-generation) etc. 

3) Consumption 

Total electric power consumed by the establishment (including loss 

for changing voltage and amperage). 

4) Electricity sold 

This is the sum of electric power sold by the establishment, for 

private power generation, to electric companies and other 

enterprises, and that delivered to other establishments of the same 

enterprise. 

(3) Steam (establishment basis) 

This refers to the volume of steam generated, consumed, etc., by 

the establishment converted to the volume of dry, saturated steam 

at 100C and 1 atmospheric pressure (2.675MJ/kg). 

1) Receipt 

Total volume of pressure the establishment received from other 

enterprises or other establishments of the same enterprise. 

2) Steam generation 

① “Primary steam” 

Total volume of primary steam (including hot water) generated by 

the establishment by burning fuels in general boilers for production 

processes and boilers for private power generation. 

② “Non-primary steam” 

(a) “Co-generation” stands for the volume of steam generated or 

collected by the waste-heat collecting device (hot-water heat 

exchanger, steam generator). 

(b) “Others” stands for the volume of steam generated or collected by 

the extra-heat/waste-heat collecting boilers. 

3) Consumption 

The volume of primary steam used by the establishment from that 

received from others or generated private ( = Receipt + Generation 

－ Shipment). 

①  “For production process” stands for the steam sent to the 

production process as driving power, or to dry or heat or adjust 

temperature. 

If steam is extracted from turbines and used in the production 

process, such steam is included. 

② “For private power generation” stands for the volume of steam 

actually used for private power generation (thermal), and does not 

include the steam extracted from turbines and used in the 

production process. 

③ “For other uses” stands for the volume of steam generated by 
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operating boilers, and includes steam used for heating and cooking. 

4) Shipment 

Total volume of steam shipped out from the establishment for: 

① sales to other enterprises, or 

② use in other establishments of the same enterprise. 

(4) Breakdown of consumption by division (Product base) 

The breakdown of consumption by division is the breakdown of 

the energy directly used by the surveyed establishment for 

manufacturing the products mentioned in the “Product” column of 

Table 1 (consumption of direct input energy) into fuels (excluding 

those for boilers and co-generation), electricity and steam (used for 

production process). But, in the iron and steel industry, amount of 

consumption is the amount by the entire establishment. 

The scope of “Designated Products” is as provided in the Current 

Survey of Production by the Ministry of Economy, Trade and 

Industry (Fundamental Statistical Survey).  For further details, 

please refer to the said survey report. 

 

II. Method of preparing statistical tables, and their uses 

The statistical tables are composed of two parts: the statistical 

tables classified by industrial category (energy consumption table, 

INPUT/OUTPUT tables for fuels, electricity and steam), which are 

on an establishment basis, and statistical tables for the designated 

products (direct input energy table, conversion table for the 

primary input fuels and inventory table for main fuels), which are 

on a product basis. The method of preparing each statistical table 

and their uses are as follows: 

1. Statistical tables for industrial category (establishment basis) 

(1) The statistical tables for industrial category show the 

consumption, etc., of fuels, electricity and steam by adding up the 

total for each energy category on an establishment basis (for the 

entire establishment), for each industrial category of the 

establishment.  In other words, the consumption on an 

establishment basis stands for the total energy consumed by the 

whole establishment, and includes the energy used for 

manufacturing products other than those mentioned in the 

“Product” column of Table 1. 

However, as some establishments surveyed have activities in more 

than one industrial category, duplication, if any, is subtracted from 

the national total and the sub-total at each Bureau of Economy, 

Trade and Industry, by showing it as “adjustment for duplication”. 

(2) The consumption of energy shown in the industrial category 

energy consumption table and in the fuel INPUT/OUTPUT table, 

is the total of what the establishment received from other 

establishments and the portion converted in-house from other fuels 

(for example, from coal to coal coke).  Therefore, the converted 

portion is duplicated in the total fuel consumption (converted to 

crude petroleum). 

However, the net consumption, not including the portion converted 

from other fuels, is shown in the total of the nine surveyed 

industries, and the sub-totals for three industrial categories 

(chemical; ceramics, clay and stone products; iron and steel).  The 

net consumption is calculated by subtracting the generation, 

recovery and production of coal coke (including pitch coke), tar, 

coke oven gas, blast furnace gas, converter furnace gas, electrical 

furnace gas, and oxygen from the total fuel consumption 

(converted to energy). 

2. Statistical tables by designated product (product basis) 

(1) The statistical tables by designated product show the total 

energy consumed by the surveyed establishments for 

manufacturing the products mentioned in the “designated product” 

column of Table 1, added up for each energy category. 

As a rule, the energy consumed for manufacturing products other 

than the designated products are shown as “other products”. 

(2) These statistical tables are composed of three parts: the direct 

input energy table, prepared by simply adding up the figures in the 

column of “Consumption breakdown by division” of the 

questionnaire; the primary input fuel conversion table, prepared by 

adding up the primary input fuel consumption (the fuel consumed 

for “boilers” and “co-generation”) for the establishments which use 

these fuels after turning them into secondary energies, such as 

in-house generated steam or electricity; and the inventory table of 

main fuels, prepared on the basis of the latter sum and showing the 

inventory distributed to each designated product. 

1) Direct input energy table (simple add-up table of questionnaire) 

This table shows the totals of the fuels (except those used for 

boilers and co-generation), electricity and steam actually and 

directly used for manufacturing the said product, for each energy 



－ 11 － 

category.  The relationship between this table and the 

INPUT/OUTPUT tables of fuels, electricity and steam are as 

follows:  The categorized fuel consumption in the  “total” 

column of this table matches the “total” fuel consumption other 

than “ for boilers and co-generation” of the fuel INPUT/OUTPUT 

table (but, in the iron and steel industry, the “total” including the 

fuels used “for boilers and co-generation”), and the electricity 

consumption matches the “total” electricity consumption in the 

electricity INPUT/OUTPUT table, and the steam consumption 

matches the steam consumption for “production process” in the 

steam INPUT/OUTPUT table (but steam consumption on the basis 

of the designated products is not surveyed in machinery industries).  

Therefore, the electricity consumption is the total of purchased 

electricity and private power generation minus the electricity sold, 

and the steam consumption is what is used for the production 

process. 

2) Primary input fuel conversion table (prepared by adding up the 

primary input fuel consumption for “boilers” and “co-generation” 

of the establishments). 

This table is prepared by converting the secondary energy 

(in-house generated steam and electricity, excluding 

hydroelectricity) used by the establishment for manufacturing the 

said product (not including the secondary energy sold to others) 

into the primary input of fuels (fuels for boilers and co-generation) 

for each energy category, and by converting the consumption of 

steam and electricity to the purchase (or receipt) and adding them 

up (electricity purchase includes the private generated 

hydroelectricity).  The following methods are used for conversion 

at each establishment.  For machinery industries, the conversion 

is made only for electricity consumption for each establishment. 

① Calculation of primary input fuel consumption for “boilers and 

co-generation” 

Steam use rate (SU) 

= (Total steam generation – Steam shipment) / Total steam 

generation 

Proportion of boiler steam used for production process (BSP) 

= Steam used for production process / Total steam consumption 

Proportion of co-generation steam used for production process 

(CSP) 

= Steam used for production process / (Total steam consumption – 

Steam consumed for private power generation) 

Proportion of steam used for manufacturing the said product (SG) 

= Steam used for manufacturing the said product / Total steam 

consumption by Division 

Rate of electricity used (EU) 

= (Total private power generation – Electricity sold) / Total private 

power generation 

Proportion of primary steam used for private power generation 

(ES) 

= Primary steam used for private power generation / Total primary 

steam generated 

Rate of electricity used for the said product (EG) 

= Electricity used for the said product / Total electricity 

consumption of the Division 

Ratio used for generating steam of co-generation fuel consumption 

(CS) 

= Steam generated by co-generation × unit energy / (Steam 

generated by co-generation × unit energy + electricity generated by 

co-generation × unit energy) 

Ratio used for generating electricity of co-generation fuel 

consumption (CE) 

= Electricity generated by co-generation × unit energy / (Steam 

generated by co-generation × unit energy + electricity generated by 

co-generation × unit energy) 

(A) Establishment with private thermal power generation or 

co-generation 

a. Consumption of in-house generated steam (for production process) 

for the product (or division) converted to the primary input of fuels 

(Iin) (for all industrial categories except machinery): 

Iin = (Fuel consumption for boilers (Bi) × BSP + Fuel 

consumption for co-generation (Ci) × CS × CSP) × SU × SG 

b. Consumption of thermal or co-generation electricity for the 

product (or division) converted to the primary input of fuels (I’in) 

I’in = (Bi × ES × SU + Ci × CE) × EU × EG 

c. Primary input fuel consumption for the product = Direct input fuel 

consumption for the product + Iin + I’in 

d. Primary input fuel consumption for the product in machinery 

industries = Direct input fuel consumption for the product + (Bi + 
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Ci) × EU × EG 

(B) Establishment without private thermal power generation or 

co-generation 

Primary input fuel consumption for the product = Direct input fuel 

consumption for the product + Bi × SU × SG 

② Calculation of purchase-based electricity (purchased electricity + 

hydroelectricity) 

Consumption of purchase-based electricity for the product = 

(purchased electricity + hydroelectricity × EU) × EG 

③ Calculation of received steam 

Consumption of received steam for the product = Received steam 

× SG 

3) Breakdown of the fuel inventory into designated product 

The fuel (including materials) inventory is surveyed on the basis of 

the establishment (i.e. for the establishment as a whole).  

However, in consideration of its relationship with the Current 

Survey of Production of the Ministry of Economy, Trade and 

Industry, the inventory was broken down by product according to 

the following method, by establishment and fuel category: 

Fuel inventory for the product = Total fuel inventory 

(establishment basis) × Fuel consumption for the product 

(converted to primary input fuel consumption) / Total fuel 

consumption by product (converted to primary input fuel 

consumption) 

 

III. The areas represented by each Bureau of Economy, Trade and 

Industry used in this monthly report: 

Hokkaido Bureau of Economy, Trade and Industry:  Hokkaido 

Tohoku Bureau of Economy, Trade and Industry:  Aomori, Iwate, 

Miyagi, Akita, Yamagata and Fukushima Prefectures 

Kanto Bureau of Economy, Trade and Industry:  Ibaraki, Tochigi, 

Gunma, Saitama, Chiba, Kanagawa, Niigata, Yamanashi, Nagano and 

Shizuoka Prefectures, and Tokyo 

Chubu Bureau of Economy, Trade and Industry:  Toyama, Ishikawa, 

Gifu, Aichi and Mie Prefectures 

Kansai Bureau of Economy, Trade and Industry:  Fukui, Shiga, 

Kyoto, Osaka, Hyogo, Nara and Wakayama Prefectures 

Chugoku Bureau of Economy, Trade and Industry:  Tottori, Shimane, 

Okayama, Hiroshima and Yamaguchi Prefectures 

Shikoku Bureau of Economy, Trade and Industry:  Tokushima, 

Kagawa, Ehime and Kochi Prefectures 

Kyushu Bureau of Economy, Trade and Industry:  Fukuoka, Saga, 

Nagasaki, Kumamoto, Oita, Miyazaki, Kagoshima and Okinawa 

Prefectures 

 

IV. Others 

1. Abbreviations used in this monthly report are as follows: 

0  :  Less than unit after rounding 

－ :  No results 

… :  Unknown  

2. Figures may not exactly equal totals because of rounding. 

3. In an itemized list, the figures may not add up exactly to the total 

because the calories are converted by survey item. 

4. There may be discontinuity of the fuel data. Please refer to the 

sheet of the Continuity Coefficients by Fuel. For these fuel, 

multiply the figures before the break date by the following 

connecting coefficients and connect these figures to the figures 

after the break date.  

5, When reprinting the statistics contained in this statistical table in 

other printed matter, the fact that they are based on the “The 

Current Survey of Energy Consumption” must be clearly indicated. 

 

V. Contact information 

If there are any questions about the contents of this statistical table, 

please contact the following address. 

 

Policy Planning and Coordination Division 

Commissioner's Secretariat 

Agency for Natural Resources and Energy 

Ministry of Economy, Trade and Industry ( METI )  

1-3-1 Kasumigaseki, Chiyoda-ku, Tokyo 100-8931, Japan 

Tel: +81-3-3501-1511, Extension: 4477～4479 
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Table 1.  Surveyed industries, designated products, and scope of survey 

 

Surveyed industry Products Scope of survey 

Pulp, paper, paperboard industry Pulp 

Paper 

Paperboard 

All 

Establishments with 50 or more employees 

Establishments with 50 or more employees 

Chemical industry (except chemical 

fiber industry) 

Petrochemical products 

Ammonia and ammonia-derived products 

Soda products 

All 

All 

All 

Chemical fibers industry Chemical fibers Establishments with 30 or more employees 

Petroleum products industry Petroleum products (except grease) All 

Ceramic, clay and stone products 

industry (except glass product 

industry, with the exception of 

sheet glass industry) 

Cement 

Sheet glass 

Lime 

All 

All 

Establishments with 30 or more employees 

Glass product industry (except 

sheet glass industry) 
Glass products Establishments with 100 or more employees 

Iron and steel industry Pig iron, Ferro-alloys, Crude steel, Semi-finished 

steel, Steel forgings, Steel castings, Ordinary 

hot-rolled steel, Special hot-rolled steel, 

Cold-finished steel (except cold- finished steel bars, 

wires), Coated steel (except wires), Cold-rolled steel 

shapes, Steel pipes and tubes 

 

 

 

All 

 

 

 

Non-ferrous metals industry Copper 

Lead 

Zinc 

Aluminum 

Secondary aluminum ingots 

All 

All 

All 

All 

Establishments with 30 or more employees 

Machinery industry Civil engineering machinery, tractors  

Metal working and metal processing machinery  

Parts for electronic equipment  

Electron tubes, semiconductors, ICs  

Electronic computers and information terminals 

Associated electronic equipment 

Automobiles and parts (including motorcycles) 

 

 

Establishments with 500 or more employees which 

are designated by the Minister of Economy, Trade 

and Industry 

 

 



－ 14 － 

Table 2.  Energy categories, units and definitions 

 

Division Categories Unit Energy per unit Definitions and remarks 

Petroleum-based fuels    

  Crude petroleum kl 38.3MJ/l Only “Chemical industry” is surveyed. 

Only “Chemical industry” is surveyed. NGL: Natural Gas 

Liquids. 

NGL･condensate kl 34.8MJ/l 

Gasoline kl 33.4MJ/l This is subdivided into industrial gasoline, automobile 

gasoline, etc., but industrial gasoline is excluded. 

Automobile gasoline does not include what is used for 

transportation outside the plant. 

Naphtha kl 33.3MJ/l Also known as crude gasoline. 

Oil produced by conversion kl 33.7MJ/l This refers to the oil used in the petrochemical plant to 

extract aromatic products (pure benzene, pure toluene, 

xylene, etc.). 

Kerosene kl 36.5MJ/l  

Gas oil kl 38.0MJ/l Does not include what is used for transportation outside 

the plant. 

Heavy Fuel oil A kl 38.9MJ/l  

Heavy Fuel oil B･C kl 41.8MJ/l  

Hydrocarbon oil (by-product) kl 40.0MJ/l Petroleum-based oil (excludes crude petroleum － “B･

C” heavy oil). 

Liquefied petroleum gas (LPG) t 50.1MJ/kg  

Petroleum-based hydrocarbon gas 

(by-product) 

1000m3 51.0MJ/Nm3 Petroleum-based gas other than liquefied petroleum gas 

(LPG). 

Petroleum coke 

Asphalt 

Reproduction oil （Oil origin） 

t 

ｔ 

kl 

33.3MJ/kg 

40.0MJ/kg 

40.2MJ/l 

Raw coke is included in petroleum coke. 

Asphalt (Straight asphalt ,etc. are included) 

Reproduction oil used as a fuel, from petroleum-based 

lubricant and grease etc. (Wasted oil is included ) 

Non-petroleum-based fuels    

 Coal-based fuels    

 Coal for making coke (material coal) t 28.9MJ/kg Only “Iron and steel industry” is surveyed. 

 Coal t 26.1MJ/kg Anthracite is included in coal. 

Coal coke (including Pitch coke) t 29.0MJ/kg Pitch coke is included in coal coke. 

Tar t 37.3MJ/kg Only “Iron and steel” and “Chemical industries “are 

surveyed. 

Coke oven gas 1000m3 20.3MJ/m3  

Other fuels    

 Blast furnace gas 1000m3 3.57MJ/Nm3  

Converter furnace gas 1000m3 8.33MJ/Nm3  

Electric furnace gas 1000m3 8.33MJ/Nm3  

Natural gas 1000m3 42.5MJ/Nm3 Does not include gas extracted from coal mines. 

Liquefied natural gas (LNG) t 54.7MJ/kg Includes liquefied natural gas (LNG) supplied by local gas 

company through special pipe. 

Town gas (A) (Note 1) 1000m3  Gas supplied by local gas company.  However, liquefied 

natural gas (LNG) supplied by special pipes is counted as 

liquefied natural gas (LNG). 

Town gas (B) (Note 2)   

Town gas (Note 3)   

Black liquor Dry t 13.6MJ/dry kg Only “Pulp, paper and paperboard industry” is 

investigated. 

Oxygen 1000Nm3 7.12MJ/Nm3 Only “Iron and steel industry” is surveyed. 

Waste material Dry t 17.1MJ/dry kg Only “Pulp, paper and paperboard industry” and “glass 

product industry” are investigated. 

Used tires 

Waste plastic 

 

ＲＰＦ 

t 

ｔ 

 

ｔ 

33.2MJ/kg 

29.3MJ/kg 

 

26.9MJ/kg 

Discarded tires used as fuel, as are or cut into tips. 

Discarded plastic used as a fuel, molded by compression 

or crushing. 

Discarded paper and plastic used as a fuel, by 

compression molding, pushing out molding. 

Electricity 1000kWh 3.60MJ/kWh  

Steam t 2.675MJ/kg “Machinery industry” is not surveyed. 

Notes :  1.  A simple total will be shown for Town gas (A). 

 2.  The conversion rate for Town gas (B) is 41.1MJ/m3.  

3.  The energy conversion rate for Town gas is (106kJ). 

The energy per unit of town gas depends on the energy per unit at each establishment 

 


